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総
説

今
興
源
衛

　
本
・
手
鑑
の
名
称
霧
戸
屋
釜
」
は
、
所
蔵
看
の
諒
解
を
得
て
、
本
稿
発
表
の
た

め
、
患
う
に
命
名
し
た
芒
の
で
あ
る
。
後
述
の
如
く
、
本
手
鑑
に
は
、
内
・
外

題
、
函
圭
紹
等
に
そ
の
名
称
を
記
し
た
右
の
は
｛
切
な
く
、
唯
二
の
記
募
q
ぱ
、
牌
相

擁
の
表
に
「
手
鑑
」
と
、
近
世
中
期
と
お
ぼ
し
き
手
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の

み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
所
蔵
着
の
氏
名
は
右
ぢ
う
ん
、
本
手
鑑
を
入
手
さ
れ
た
絞
緯
は
明
ら

が
で
あ
る
バ
、
所
蔵
老
の
意
向
に
依
っ
て
こ
こ
に
詳
し
く
述
べ
る
事
は
さ
し
ひ

が
え
た
い
。

　
そ
う
し
た
事
情
の
為
に
、
便
宜
上
、
あ
え
て
右
の
命
名
を
試
み
た
も
の
な
の

で
、
あ
る
。

　
本
旨
鑑
の
，
蒋
狂
を
知
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
ご
ろ
所
蔵
者
が
ら
直
接
承

っ
た
の
に
始
ま
る
。
さ
っ
そ
く
｛
毒
し
て
、
定
家
の
記
録
切
そ
の
他
に
盲
π
筆
ら

し
き
も
の
献
散
見
す
る
ほ
が
、
書
写
年
代
の
省
い
国
文
学
開
智
の
断
簡
揮
了
こ

ぶ
る
多
い
こ
と
を
感
じ
て
、
間
も
な
く
、
前
蔵
者
の
許
し
を
得
て
、
こ
れ
を
企

巻
撮
影
の
、
エ
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
大
学
院
演
習
の
材
料
に
取
ク
上
げ
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
演
習
に
参
加
し
た
当
年
度
学
生
は
、

　
　
崎
村
弘
文
・
田
取
憲
一
丁
中
像
順
子
・
坂
ロ
至
・
木
部
暢
子
・
辛
島
正
雄

　
　
・
田
中
潤
予
・
山
県
浩

の
八
名
で
あ
る
。
以
来
、
約
｛
ヶ
年
聞
の
演
習
お
よ
び
、
そ
の
あ
と
さ
ら
に
｛

ケ
年
半
に
わ
た
る
追
加
調
査
に
依
っ
て
、
全
体
の
約
半
・
伽
ぱ
ひ
と
と
お
り
調
査

献
終
っ
た
の
で
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
末
に
、
各
自
分
担
分
の
原
稿
を
取
う
ま

と
め
、
さ
ら
に
不
足
分
を
．
私
自
身
献
調
査
し
て
付
加
え
、
あ
る
い
ば
、
調
整

を
加
え
、
不
備
を
補
う
な
ど
し
て
今
日
に
至
・
た
。

　
当
初
、
各
学
生
諸
君
の
責
任
を
明
確
に
マ
る
た
め
に
、
各
分
担
断
簡
の
末
尾

に
そ
の
氏
名
を
記
す
予
定
で
あ
っ
た
於
、
こ
う
し
た
調
整
段
階
で
そ
れ
は
不
適

当
と
分
っ
た
の
で
、
全
体
の
総
括
責
任
看
と
し
て
、
鉢
井
の
名
筆
出
し
、
そ
れ

に
参
加
す
る
者
の
氏
名
を
明
ら
が
に
す
る
皐
k
春
匁
更
し
た
。
然
し
、
作
業
の
半

ば
以
上
ぱ
、
后
述
の
如
く
、
学
生
諸
君
の
努
力
と
発
見
に
因
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
が
に
し
て
お
く
。

　
ま
ず
書
誌
を
記
せ
ば
、
函
入
う
。
函
蓋
子
中
失
に
コ
手
鑑
」
と
近
世
中
期
の

肇
蹟
で
記
さ
れ
る
。
哲
紙
・
極
礼
は
一
切
な
い
。

　
手
鑑
の
表
紙
は
、
三
九
・
六
X
こ
四
・
八
糎
。
草
色
絹
地
に
鳳
風
・
飛
雲
文

様
を
透
が
し
言
う
す
る
。
題
掻
は
な
く
、
そ
の
剥
落
し
た
痕
跡
も
な
い
。
見
返

し
は
斐
、
紙
で
、
茶
と
青
と
の
謙
虚
雲
文
様
・
金
泥
雲
霞
描
斌
あ
る
。
蕊
畏
表
紙
お
よ

び
そ
の
見
返
し
も
同
様
で
あ
る
。

　
装
釘
は
通
常
ゐ
折
本
、
二
六
折
。
料
紙
は
厚
紙
に
｛
面
に
雲
母
を
引
さ
、
そ

の
上
に
断
簡
ぎ
押
す
斌
、
時
に
は
、
後
に
補
修
の
際
に
雲
母
を
塗
り
加
え
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
思
し
く
、
断
簡
の
表
面
に
そ
の
塗
沫
バ
散
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。　

断
簡
ぱ
〔
面
隻
～
三
葉
を
押
し
、
企
［
五
こ
葉
。
そ
の
配
列
に
ぱ
、
｛
定
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の
秩
序
ら
し
い
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
断
簡
二
五
二
葉
の
大
半
に
ぱ
、
肩

に
伝
筆
者
名
髪
記
す
題
蚤
於
村
け
ら
れ
て
い
る
バ
、
裏
面
｝
五
折
ウ
以
下
巻
末

ま
で
三
三
葉
は
、
題
寮
献
な
い
。
ま
た
、
古
筆
極
札
ぱ
一
葉
る
貼
ら
れ
て
い
な

題
賢
ぱ
す
べ
て
青
色
の
短
冊
型
で
、
一
筆
で
あ
ク
、
近
世
中
期
の
筆
で
あ
る
。

本
手
唐
土
と
ク
ま
と
め
ら
れ
た
時
点
δ
示
す
う
の
で
あ
ろ
う
。
巻
東
の
無
題
寮

の
こ
一
二
葉
も
、
必
ず
し
も
、
【
旦
集
成
さ
れ
た
毒
の
に
後
が
ら
順
次
付
加
え
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
手
鑑
作
成
の
疇
点
に
お
い
て
、
何
ら
が
の
理
由
で
前
賢

於
付
け
ら
れ
な
が
つ
た
も
の
を
、
巻
末
に
取
う
ま
と
め
た
右
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
題
辞
の
伝
え
る
伝
獲
者
名
の
中
に
な
、
調
査
の
結
果
、
そ
の
ま

ま
真
蹟
の
断
簡
と
倍
用
し
得
る
右
の
バ
、
約
三
〇
葉
に
達
し
て
お
う
、
題
蚤
を

有
す
る
約
一
二
〇
葉
の
キ
の
四
分
の
｛
を
占
め
る
こ
と
、
ま
た
真
蹟
と
ば
い
え

な
く
と
も
、
ほ
ぼ
時
代
姻
適
当
と
思
わ
れ
る
わ
の
托
す
こ
ぶ
る
多
い
こ
と
右
ま

た
注
目
さ
承
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
し
ハ
し
、
｛
方
題
策
斌
、
明
ら
が
に
誤
う
で
あ
る
わ
の
b
あ
う
、
た
と
え
ば
、

四
・
二
五
・
二
七
・
四
二
・
七
…
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
初
歩
的
な
論
う
で
あ
飯

ま
た
、
三
五
（
為
右
）
と
一
〇
四
（
書
評
）
と
は
、
両
断
簡
を
照
し
合
護
れ
ば
、

も
と
新
勅
撰
猛
禾
巻
十
七
の
、
綴
葉
装
の
一
葉
を
表
あ
畏
二
枚
に
剥
ぎ
膝
け
た
巻
の

で
あ
る
事
明
ら
か
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
そ
れ
左
右
の
よ
う
に
、
各
別
の
睾
－
者
名

を
付
し
て
、
表
裏
相
距
る
場
所
に
押
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
題
答
…
択
村
け
ら
れ

た
事
情
や
各
断
簡
択
入
手
さ
漱
た
経
緯
な
ど
、
興
味
を
唆
ら
れ
る
の
で
あ
る
献
、

お
そ
ら
く
ぽ
、
題
数
の
中
の
か
な
う
の
も
の
は
、
が
な
う
信
ず
べ
き
根
拠
斌
あ

っ
て
、
貼
付
さ
れ
た
が
と
思
わ
れ
る
献
、
艇
れ
と
は
別
に
ま
た
こ
の
手
鑑
作
成

者
の
手
で
、
か
な
う
安
易
に
な
さ
れ
た
む
の
δ
多
い
の
で
は
な
い
が
と
恩
わ
れ

る
。

次
に
、
断
簡
の
種
類
と
数
に
つ
い
て
述
べ
る
。

｛、

ﾌ
書

古
今
集
β
後
拾
遺
集
1
、
チ
載
集
3
、
新
古
今
集
お
、
新
勅
撰
集
3
、
続

造
説
果
2
、
続
古
今
集
一
、
新
後
流
集
一
、
玉
葉
集
2
、
続
千
載
集
1
、
風

　
雅
集
一
、
新
後
記
遺
集
一
、
新
誌
古
今
集
…
、
万
葉
集
1
、
建
礼
門
院
右
京

　
大
番
禾
一
、
　
拾
血
廻
覧
甥
早
3
、
　
壬
二
集
1
、
酋
蓼
果
一
、
魯
藪
古
歌
2
、
ム
ハ
捧
化
鎚
未

　
左
i
、
鳳
輿
院
艶
書
合
z
、
六
爵
番
歌
合
一
、
千
五
爵
番
歌
合
1
、
百
人
一

首
了
、
禺
心
秘
抄
一
、
定
家
の
歌
1
、
未
詳
歌
集
5
、
未
詳
歌
合
1
、
短
冊
・

色
紙
等
ぢ

二
、
連
歌
・
雪
見
・
朗
詠
・
小
唄

蒐
玖
波
集
一
、
禾
詳
連
歌
集
－
、
未
詳
発
句
果
－
、
和
漢
鵡
詠
集
6
、
隆
達

　
小
唄
集
一

三
、
散
文

伊
勢
物
語
7
、
源
氏
物
語
7
、
徒
然
草
一

四
、
漢
詩
文
口
（
内
、
出
典
未
詳
の
右
の
3
）

五
、
仏
典
聡

六
、
縁
起
類
2
（
共
に
出
典
未
詳
）

七
、
消
息
・
往
来
物
7

八
、
願
文
・
記
録
・
文
書
類
γ

こ
撚
掛
一
般
的
な
手
鑑
の
形
と
し
て
、
い
が
な
る
傾
向
に
あ
る
が
を
云
々
す
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る
の
ぱ
が
な
う
難
し
い
バ
、
い
わ
ゆ
る
穴
聖
郵
・
光
唄
皇
后
と
い
っ
た
「
天
平
経

な
ど
の
名
物
切
献
ほ
と
ん
ど
な
い
嘉
・
は
、
標
準
－
的
な
形
と
し
て
み
れ
ば
物
最
＾
ノ

な
さ
を
感
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
配
列
の
上
に
、
達
筆
別
、
さ
ら
に
人
物

別
、
あ
る
い
ぼ
出
典
別
な
ど
と
い
・
2
整
理
の
選
言
見
え
ず
、
同
｛
の
伝
筆
者
、

た
と
え
ば
、
為
家
三
葉
、
・
菱
冠
行
俊
・
公
電
・
慈
鎮
・
実
危
：
豪
・
頓
阿

・
道
下
・
拳
守
法
親
王
・
宝
盗
法
帥
の
各
二
葉
盈
、
す
べ
て
各
別
個
の
場
所
に

俸
擁
し
て
い
る
の
6
、
近
世
以
降
に
成
・
た
古
筆
手
鑑
の
学
識
に
背
く
も
の
で

あ
る
。

　
じ
が
し
、
一
面
…
、
・
て
れ
だ
ウ
に
透
世
古
筆
家
の
手
垢
を
つ
け
ぬ
ウ
ア
な
面
を

有
し
て
い
る
事
も
確
か
で
あ
う
、
そ
れ
ば
、
古
怪
三
葉
集
な
ど
近
世
の
記
述
に
、

本
・
手
鑑
の
断
簡
ら
し
き
も
の
に
言
反
し
た
あ
と
斌
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
事
か
ら

し
て
も
・
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
・
諭
議
看
の
言
に
よ
敢
ば
、
本
手
鑑
ぱ
、
終

戦
後
間
壱
な
く
、
六
気
の
古
道
具
店
が
ら
購
入
さ
れ
た
お
の
の
由
で
あ
る
献
、

お
そ
ら
く
は
レ
て
れ
ま
で
、
室
町
末
が
ら
近
世
を
逸
じ
て
の
長
期
闇
、
人
冒
に
着

が
ず
、
ひ
っ
そ
り
と
旧
公
駅
の
書
庫
に
で
吉
蔵
さ
れ
て
い
た
わ
の
で
は
あ
．
る
ま

い
が
。

　
沢
ぎ
に
断
簡
の
引
導
写
年
代
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
に

九
州
友
学
文
学
部
教
授
平
壌
寛
氏
・
福
岡
県
立
美
術
館
副
館
長
黙
津
永
次
氏
に

多
く
の
御
教
承
を
得
た
こ
と
萱
お
断
う
し
て
お
く
。
嘉
柄
の
性
縫
上
、
享
宴
な

と
こ
ろ
は
相
し
い
け
れ
ど
、
あ
え
て
概
数
を
述
べ
れ
ば
、

　
鎌
倉
末
期
以
前
…
一
五
葉

　
南
　
北
朝
脳
時
代
一
二
三
葉
・

　
室
町
時
代
一
八
六
葉
へ
初
一
　
＝
、
中
三
七
、
末
｛
八
）

　
5
工
戸
時
代
ヂ
ー
二
八
葉

と
’
な
る
。

　
ま
た
、
先
に
伝
筆
者
斌
ほ
ぼ
そ
の
真
蹟
断
簡
と
認
め
う
る
巻
の
バ
三
〇
葉
に

達
す
る
事
を
述
べ
た
択
、
そ
れ
ら
を
今
、
配
列
順
に
挙
げ
れ
ば
、

　
　
九
条
穣
通
・
元
玖
上
人
・
八
岩
山
進
堅
〉
・
近
衛
前
入
・
〈
二
条
為
童
〉

　
　
・
冷
泉
陽
動
・
伊
勢
責
宗
・
慶
福
院
玉
栄
・
庭
田
重
縫
（
「
四
辻
」
ト
誤

　
　
ル
）
・
血
箔
考
・
飛
鳥
井
栄
爵
・
中
山
宣
親
・
世
尊
寺
定
成
・
千
世
能
・
尊

　
　
純
親
王
・
近
衛
家
黙
・
藤
原
定
家
・
増
運
・
近
衛
種
家
・
〈
冷
泉
為
テ
〉

　
　
・
〈
東
善
縁
〉
・
〈
牡
丹
花
肖
柏
〉
・
蜷
摂
親
元
・
山
崎
宗
鑑
・
尭
胤
親

　
　
王
・
水
無
瀬
氏
成
・
邦
尚
親
王
（
〈
〉
ぱ
や
や
磯
実
性
の
劣
る
右
の
）

と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
真
蹟
が
否
が
ぱ
問
わ
ず
、
他
の
、
国
宝
手
鑑
の
『
藻
塩
草
』
『
翰

墨
城
』
『
大
副
霊
鑑
』
な
ど
に
収
載
さ
撚
た
著
名
な
〔
断
簡
の
ツ
レ
が
と
お
ぼ
し
き

も
の
献
、
田
原
切
・
島
田
切
そ
の
乱
数
点
に
久
ん
で
い
る
事
も
注
躍
す
べ
き
で

あ
ろ
ζ
フ
。

ま
た
、
鎌
倉
中
期
写
の
建
礼
門
院
左
私
夫
参
呆
巻
頭
や
塞
朕
の
記
録
切
、
ま

た
散
扶
資
料
が
と
比
わ
れ
る
南
北
朝
期
の
絵
詞
断
簡
、
未
詳
歌
合
、
三
熱
歌
集

な
ど
も
、
新
資
料
と
し
て
興
味
の
ふ
か
い
吉
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
伝
行
成
筆
と
い
う
朗
詠
集
切
は
、
後
世
の
摸
写
で
は
あ
る
に
せ
よ
、

そ
め
本
能
寺
切
に
酷
似
し
た
勾
配
な
ど
は
、
お
そ
ら
く
ぱ
、
行
成
魯
婆
雫
の
親
本

の
存
在
し
た
こ
と
を
推
定
さ
亡
る
も
の
で
あ
る
。

本
手
鑑
の
編
着
に
つ
い
て
知
る
手
懸
う
は
全
く
無
い
。
近
衛
家
の
人
マ
の
6
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の
醒
多
い
こ
と
献
目
立
つ
け
れ
ど
も
、
道
増
・
増
蓮
・
葬
使
に
「
親
王
し
を
冠

す
る
の
は
い
ぶ
が
し
く
、
編
盾
と
ぱ
関
係
ブ
け
ら
れ
ま
い
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
各
断
簡
に
つ
い
て
さ
ら
に
く
わ
し
く
研
究
髪
進
め
る
余

地
鮒
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
以
上
の
よ
う
な
概
略
だ
け
で
右
、
十
外
に
、
そ
・

の
資
料
的
価
櫨
を
主
張
し
得
る
の
で
ぱ
あ
る
ま
い
が
。

な
お
、
最
後
に
、
調
査
に
用
い
た
主
な
比
較
資
料
を
左
に
列
挙
し
、
解
題
中

に
用
い
た
略
号
亙
戯
し
て
お
く
。

⑲
…
…
小
松
茂
美
編
『
藍
本
書
跡
大
鑑
』
二
五
巻
、
昭
和
五
三
年
～
五
五
年
、

　
講
談
社
。

㊧
・
…
－
小
松
茂
美
著
『
E
ふ
全
青
流
全
史
』
、
昭
和
四
五
年
、
議
談
社
。

禽
…
…
『
古
文
書
時
代
鑑
』
、
昭
和
四
九
耳
再
版
．
東
烹
大
学
盤
版
会
。

㊨
…
…
吉
沢
義
則
『
綱
騨
古
筆
危
葉
集
』
、
紹
和
二
七
年
、
白
水
社
。

薗
：
…
・
『
國
宝
手
鑑
藻
塩
草
』
、
昭
和
四
四
年
、
京
都
国
立
博
物
館
。

㊥
：
：
－
是
沢
恭
三
『
見
ぬ
世
の
友
』
、
昭
和
四
八
年
、
平
凡
社
。

⑬
…
－
古
谷
稔
『
手
鑑
月
台
』
、
昭
和
四
九
年
、
木
葺
社
。

㊧
…
…
『
大
手
鑑
』
、
昭
和
五
三
年
、
陽
明
叢
書
一
5
。

癒
…
…
句
困
宝
手
鑑
翰
墨
城
』
、
昭
和
五
四
年
、
中
央
公
論
社
．

㊥
…
…
『
高
松
宮
家
蔵
御
手
善
、
昭
和
五
五
年
、
窟
本
古
典
文
学
会
。

㊧
…
…
『
短
冊
手
鑑
』
、
昭
和
五
三
年
、
ヨ
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
1
6
。

⑳
…
－
奮
・
神
昇
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
晃
篇
』
、
昭
和
三
六
年
、
風
間

　
書
房
。

⑭
…
…
『
弘
丈
辮
紘
名
家
奮
胃
蹟
図
銀
駈
、
昭
和
四
七
年
、
弘
文
荘
．
。

（
園
Ψ
・
：
：
・
「
館
山
葦
－
切
幡
羅
引
稿
！
既
刊
ギ
量
響
雫
ゑ
」
鑑
櫨
混
一
」
、
　
昭
知
γ
五
ム
ハ
算
三

　
月
、
因
文
学
研
児
資
料
館
文
献
資
料
部
「
調
査
研
死
報
告
」
第
二
号
。

⑭
…
…
田
坂
藩
学
「
国
宝
古
畢
手
鑑
『
太
手
鑑
』
『
翰
墨
城
』
『
藻
塩
草
』

　
『
見
ぬ
世
の
友
無
情
熊
・
表
」
、
昭
和
五
五
年
＝
｛
月
、
　
「
文
献
探
究
し
罐
弟

　
七
号
。

　
本
調
査
ぱ
、
特
に
近
年
糧
次
い
で
出
版
さ
れ
た
だ
の
資
料
な
く
し
て
ぱ
δ
と

う
て
い
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
煎
鳳
看
の
御
好
意
は
い
う
ま
で
右
な
い
献
、

財
津
・
平
由
両
氏
そ
の
他
、
種
ぺ
御
教
承
を
得
た
井
上
宗
嵯
氏
ノ
島
津
忠
夫
氏

に
右
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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